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前
に
進
み
、
道
を
創
る
年
に

　

組
合
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
『
チ
ー
ム
き
も
つ
き
』

の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
は
、『
和

牛
日
本
一
鹿
児
島
』
を
『
き
も
つ

き
牛
・
チ
ー
ム
き
も
つ
き
』
の
力

で
実
現
で
き
た
素
晴
ら
し
い
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、『
チ
ー
ム
き
も
つ
き
』

が
生
み
出
し
た
流
れ
を
確
実
に
、

よ
り
大
き
な
う
ね
り
に
す
る
た
め

に
、
皆
様
と
と
も
に
前
に
、
前
に

進
む
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
役
職
員
だ
け
で

な
く
、
組
合
員
・
地
域
・
行
政
・

関
係
団
体
等
の
す
べ
て
を
巻
き

込
ん
だ
大
き
な
、
大
き
な
『
チ
ー

ム
き
も
つ
き
』
を
創
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
が
よ
く

な
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
が
ん
ば

る
！
そ
ん
な
『
チ
ー
ム
き
も
つ
き
』

を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
前
に
道
は
な
い
、
私

た
ち
の
後
に
道
は
で
き
る
と
い
う

決
意
で
、
私
た
ち
は
立
ち
止
ま
る

の
で
は
な
く
、
後
退
す
る
の
で
も

な
く
、
と
に
か
く
前
に
、
前
に
進

む
力
強
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
『
チ
ー
ム

き
も
つ
き
』
の
大
い
な
る
飛
躍
を

祈
念
し
て
、
私
の
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
今
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
、

　

新
年
明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

代
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理
事
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共
済
担
当
）

代
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理
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・
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が
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み
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さ

み水水
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務
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管
理
・
経
済
担
当
）

代
表
理
事
常
務
（
管
理
・
経
済
担
当
）

大大お
お
む
ら

お
お
む
ら村村　　

一一い
ち
い
ち

朗朗ろ
う
ろ
う

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

下し

も

お

の

だ

小
野
田　

寛
ひ
ろ
し

新　
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
寛
代
表
理
事
組
合
長

は
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
の
す
ば
ら

し
さ
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
は
マ
ス
コ

ミ
の
力
が
必
要
。
ま
だ
ま
だ
発
信
力
不
足

を
感
じ
て
い
る
の
で
、
こ
の
会
を
き
っ
か

け
に
さ
ら
に
円
滑
な
情
報
交
換
を
行
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

肝
付
町
高
山
農
業
ま
つ
り
盛
大
に

　

12
月
３
日
、
肝
付
町
で
「
高
山
農
業
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
、
約
３
千
３
０
０
名
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
ら
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
高
山
支
部

の
麺
類
や
ふ
く
れ
菓
子
の
販
売
、
牛
肉
や

豚
肉
の
販
売
、
豚
肉
の
ホ
ル
モ
ン
焼
き
、

抽
選
会
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

キ
ュ
ウ
リ
・
ピ
ー
マ
ン
を
Ｐ
Ｒ

　

東
串
良
町
園
芸
振
興
会
女
性
部
は
11
月

24
日
、
名
古
屋
市
の
ス
ー
パ
ー
で
、
特
産

の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
同
町
産
の
キ
ュ

ウ
リ
と
ピ
ー
マ
ン
の
販
売
促
進
を
行
い
ま

し
た
。
会
員
ら
10
名
が
参
加
。
塩
昆
布
和

え
な
ど
の
試
食
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

販
売
促
進
に
参
加
し
た
同
振
興
会
女
性

部
の
宮
原
さ
よ
子
部
長
は
「
来
店
客
に
購

入
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
調
理
方
法
な
ど

を
教
え
た
こ
と
で
、
女
性
な
ら
で
は
の
Ｐ

Ｒ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
Ｐ
Ｒ
の
手

応
え
を
語
り
ま
し
た
。

若
手
農
家
の
支
援
強
化
へ

　

Ｊ
Ａ
就
農
支
援
課
は
12
月
７
日
、
若
手

農
家
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
す
る
目

的
で
、
管
内
の
新
規
就
農
者
と
行
政
を
招

い
た
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
管
内
で
就
農
し
た
15

名
と
県
大
隅
地
域
振
興
局
や
２
市
４
町

（
鹿
屋
市
、垂
水
市
、南
大
隅
町
、肝
付
町
、

東
串
良
町
、
錦
江
町
）
の
就
農
支
援
関
係

者
な
ど
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
ら
は
、
Ｊ
Ａ
や
行
政
の
担

当
者
か
ら
新
規
就
農
の
支
援
に
係
わ
る
補

助
事
業
や
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
積
極
的
に
悩
み
や
質
問
を
投
げ
か
け

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
か
ら
南
大
隅
町
で
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
生
産
し
て
い
る
田
渕
格
さ
ん
は
「
Ｊ

Ａ
や
行
政
の
行
っ
て
い
る
補
助
事
業
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
相
談
で
き
る
場

が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
Ｊ
Ａ
へ
の

理
解
深
め
る

　

当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
県
中
央
会
は
12
月
４
日
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
管
内
で
マ
ス
コ
ミ
農

業
農
村
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
局
や
ラ
ジ
オ
局
、
出
版
社
な
ど

約
30
名
が
参
加
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
完
全
混
合
飼
料
）

セ
ン
タ
ー
や
き
も
つ
き
大
地
フ
ァ
ー
ム
、

新
西
南
で
ん
粉
工
場
を
視
察
。
Ｊ
Ａ
役
職

員
ら
と
の
室
内
検
討
会
も
行
い
ま
し
た
。

JAに対し質問する田渕さん㊨

きもつき大地ファームを視察するマスコミ関係者

大勢の来場者で賑わう
肝付町高山農業まつりの会場

販売促進の様子

きもつきNEWS
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お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

最
寄
の
Ｊ
Ａ
窓
口
又
は

　
（
株
）農
協
観
光
代
理
業 

き
も
つ
き
旅
行
セ
ン
タ
ー
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9
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ー
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　早期水稲は、ＪＡ鹿児島きもつき管内に

て３品種（コシヒカリ・イクヒカリ・なつ

ほのか）が作付されておりますが、出穂期

の違いから、カメムシ防除の時期がズレる、

隣接する作物で、防除しない作物（飼料用

稲など）が増加しているために、斑点米に

よる等級格下げが多くなっています。

　近年の気象は梅雨時期の多雨や日照不

足、温暖化の影響か夏場の気象上昇による

高温が、早期米の収穫量と品質低下の要因

になっており、収穫量の減少が課題となっ

ております。

　このような中、「収穫量が多く、おいし

い米づくり」を行うために、

鹿児島県の開発品種である

【なつほのか】を、早期水

稲で実証栽培しております

のご紹介します。

※ 「コシ・イクヒカリ」に

比べて成熟期が遅いた

め、早い時期での落水は

避ける必要があります。

この件に関するお問い合わせは、各支所の園芸担当まで

 

 

 

早期水稲情報　生産対策について
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Ｊ
Ａ
が

Ｊ
Ａ
が

　

取
り
組
む
自
己
改
革

　

取
り
組
む
自
己
改
革

私
た
ち
Ｊ
Ａ
が
目
指
す
も
の

　

Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
が
出
資
・
運
営
し
、

　

Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
が
出
資
・
運
営
し
、

自
ら
が
必
要
な
事
業
の
利
用
を
目
的
と

自
ら
が
必
要
な
事
業
の
利
用
を
目
的
と

す
る
協
同
組
合
で
あ
り
、
農
業
振
興
や

す
る
協
同
組
合
で
あ
り
、
農
業
振
興
や

地
域
振
興
に
重
要
な
役
割
を
発
揮
し
続

地
域
振
興
に
重
要
な
役
割
を
発
揮
し
続

け
る
た
め
、
相
互
扶
助
の
理
念
に
基
づ

け
る
た
め
、
相
互
扶
助
の
理
念
に
基
づ

い
た
総
合
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

い
た
総
合
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
者
や
地
域
住
民
が
、
よ
り
一
体

　

農
業
者
や
地
域
住
民
が
、
よ
り
一
体

と
な
っ
た
協
同
活
動
を
目
指
し
、
第

と
な
っ
た
協
同
活
動
を
目
指
し
、
第
2727

回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
実
践
期
間
中
（
平
成

回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
実
践
期
間
中
（
平
成

2828
〜〜
3030
年
度
）
は
、

年
度
）
は
、「
農
業
者
の
所
得
増

「
農
業
者
の
所
得
増

大
」
大
」、、「
農
業
生
産
の
拡
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」、、「
地
域
の

「
地
域
の

活
性
化
」

活
性
化
」
を
基
本
目
標
と
す
る
自
己
改

を
基
本
目
標
と
す
る
自
己
改

革
を
通
し
て
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て

革
を
通
し
て
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て

地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
の
確
立

地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
の
確
立

に
取
り
組
み
ま
す
。

に
取
り
組
み
ま
す
。

組合員の結集力強化
戦略の策定・実践
　ＪＡ事業を通じた生
活インフラ機能の発揮
や女性組合員の意見を
取り入れた経営、また
「暮らしの活動」を通じ
た地域コミュニティの
活性化に取り組みます。

組合員の収入拡大、
コ ス ト 抑 制 対 策
　６次産業化やブラン
ド化の推進、農畜産物
の付加価値を高めて海
外のニーズや時代背景
に合わせた販売を行い
ます。
　また、農業機械や農
薬・肥料などの生産コ
スト、流通コストの削
減に取り組みます。

地域営農ビジョンの
取 り 組 み 強 化
　安心・安全な農畜産
物を供給できる産地を
守るため、どのように
生産していくのか、誰
が担い手となるのかな
ど、地域の抱える問題
を共有し、話し合い、
計画・実践していきま
す。

農業生産の拡大農業者の所得増大地域の活性化

みのり 2018.1　6



Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の

　

自
己
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

　

自
己
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
に
お
い
て
も
、
自
己
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
の
声
を
聴
き
、

新
し
い
活
動
や
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

農
業
者
の
所
得
増
大

農
業
者
の
所
得
増
大

特産のＰＲ・販売

販促チーム設置による販促活動
の強化（チームきもつき売坊隊）

海外への販路拡大（輸出商談会）

大量入荷等による生産コストの
削減（乾牧草集合販売）

記帳代行サービスの普及拡大・
青色申告会への加入促進

きもつき牛ブランドの
維持・発展、産地競争力の強化

育苗センターの機能強化 枝肉共励会や研修の実施等、
後継者組織の育成強化

農
業
生
産
の
拡
大

農
業
生
産
の
拡
大

ＪＡ女性組織の強化
（ＪＡ女性部合同交流会）

組合員の結集力強化
（組合長杯ゴルフコンペ）

農業祭など地域のふれあい 買い物弱者支援
（移動店舗車「きもつき浪漫号」・「笑味ちゃん号」）

地
域
の
活
性
化

地
域
の
活
性
化
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戌年生まれは、
『勤勉で努力家』の人が
　　　　　多いそうです！

古川　盛蔵 さん (昭和21年11月20日生)

新地　真実 さん (昭和57年９月30日生) 堀之内　洋一 さん (昭和45年２月４日生)

片平　聖健 さん （平成６年１月25日生）

中園　二雄 さん (昭和57年７月１日生) 鳥丸　雅史 さん (平成６年12月19日生)

大姶良大姶良

東串良東串良

鹿屋鹿屋
（東部）（東部）

鹿屋鹿屋

串良串良

垂水垂水
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大内山　和三 さん (昭和33年８月19日生) 宮内　キヨ さん (昭和21年５月26日生)

濱田　隆介 さん (昭和45年９月28日生)

濱脇　廣美 さん (昭和21年10月６日生) 福永　俊昭 さん (昭和33年１月５日生)

成尾　純高 さん (昭和33年１月10日生)

内之浦内之浦

大根占大根占

高山高山

根占根占

佐多佐多 田代田代
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巡回健診日程巡回健診日程

人間ドック日程人間ドック日程

お問い合わせはＪＡ本所経営企画課　０９９４－４2－0096
または各支所担当者までお気軽にご相談ください。

＝実施中のローン一覧＝

※上記の金利については、キャンペーン期間中のみの適用金利です。
※詳細については、ＪＡ各支所支店窓口にお問い合わせください。

１⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

12⾦ ⿅ 屋 10 5

18⽊ 垂 ⽔ 5

19⾦ ⾼ ⼭ 10 5

２⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

23⾦ ⾼ ⼭ 5

県下統一キャンペーン
H29年10月２日（月）～H30年５月31日（木）
〈適用金利〉
キャンペーン基準金利 2.1％より、軽減項目（ＪＡ自動
車共済ご加入など）ご利用により、最大引き下げ時 1.4％

マイカー
ローン

県下統一キャンペーン
H29年９月１日（金）～H30年４月27日（金）
〈適用金利〉
キャンペーン基準金利 2.0％より、軽減項目（Ｊ
Ａカードまたは公共料金の口座引落（３種類以上 )
のご契約など）ご利用により最大引き下げ時 1.7％

教育
ローン

ＪＡ独自キャンペーン
H29年10月２日（月）～H30年５月31日（木）
〈適用金利〉
キャンペーン基準金利 2.0％より、軽減項目（当ＪＡからの購入
など）ご利用により最大引下げ時 1.2％ 更に借入金額 100 万以
上については、ＪＡバンク利子補給 年 1.0％が３年間あります。

農機
ハウス
ローン

1 ⽉、２⽉の巡回検診はありません。

毎日元気であるために

年に１度は健診を!!年年

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
串

良
支
部
と
東
串
良
支
部
は
12
月
１
日
、

合
同
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
両
支

部
合
わ
せ
て
40
名
が
参
加
し
、
出
水

郡
長
島
町
の
杉
本
酒
造
を
見
学
し
た

後
、
針
尾
公
園
を
訪
れ
、
展
望
台
か

ら
長
島
町
の
景
色
を
一
望
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
出
水
市
の
武
家
屋
敷
群
に

行
き
、
今
で
も
残
る
石
垣
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
両
支
部
の
親
交
も
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
久
し
ぶ
り
の
遠
出

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
充
実
し
た
研

修
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は

12
月
12
日
、
浜
田
地
区
公
民
館
で
お

じ
ゃ
ん
せ
（
ミ
ニ
デ
ィ
）
を
開
き
、
12

月
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

数
字
を
読
み
上
げ
る
と
「
あ
っ
た

あ
っ
た
！
」
と
喜
ん
だ
り
、「
全
然
ダ

メ
だ
」
と
残
念
が
っ
た
り
、
と
て
も
賑

や
か
で
し
た
。

　

昼
食
は
、
み
ん
な
で
鍋
を
囲
み
、
塩

鍋
を
食
べ
ま
し
た
。「
体
が
温
ま
っ
て

美
味
し
い
ね
」
と
好
評
で
し
た
。

　

１
月
の
活
動
は
、「
正
月
遊
び
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

１月 ４日（木） 肝属中央家畜市場安全祈願祭
１月 18 日（木） 子牛セリ市　 　（～20日まで）

１月 19 日（金）
ＪＡ女性部文化交流会
　　　　　  　（根占支所にて）

２月 14 日（水） 子牛セリ市　 　（～16日まで）

夢
Ｓ
ｕ
ｎ
参

夢
Ｓ
ｕ
ｎ
参

Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

経
営
企
画
課　

０
９
９
４ 

― 

４
２ 

― 

０
０
９
６
ま
で

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）

みのり 2018.1　10



住   
所

〒

氏
名 （　 　歳）　

電話番号 ー　　　　　－

 今月の身近な出来事など（必須）

二重マスの文字をＡ～ E の順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

11 月号の答え

クロスワードパズルの答え（2018 年１月号）

  ↓ タテのカギ
①　 画数を意識して付ける人も
います

③　歯を抜くときにかけます
⑥　乗り物を使わない移動手段
⑧　 マグロの身のうち脂の多い部分
⑨　木へんに南と書くと
⑪　読みかけの本に挟むもの
⑬　 運転席の横にあります。自
動車を止めておくときに引
きます

⑯　 手荒れ防止に――クリーム
を塗った

⑰　損の反対語
⑱　秒と時の間
⑲　 「領収書の宛名は？」「――
様でお願いします」

㉑　 芸能人のサイン――が飾ら
れた店

㉒　雨交じりの雪のこと

  → ヨコのカギ
①　 セリ・ナズナ・ゴギョウ・
ハコベラ……といえば

②　 平成 30 年は戊戌（つちのえ
いぬ）です

④　通りのこと。メイン――
⑤　 白黒写真からは伝わらない
もの

⑦　レーズンと呼ばれることも
⑩　 米と水を入れてセットしま
す

⑫　男性の方がよく使う一人称
⑭　ベトナムの通貨単位
⑮　 襟が緩んだり帯がほどけた
り

⑱　竹の幹にできる区切り
⑳　 彼女は満面の――を浮かべ
た

● 健康づくりの為に「スポーツ
吹き矢」を始めました。なか
なか思う通りにいきません。
　　　　　　（南大隅・72歳）

○ 私も挑戦したことがありますが、難しいですよね。
ぜひ続けて達人になってください！

● ３日間、県外から修学旅行生が来て、鹿児島弁を
一生懸命教えましたが、だんだん教えている私も
アクセントがおかしくなりました！
　　　　　　　　　　　　　　　  （東串良・66歳）

○ その気持ちわかります！私も島育ちが長いので、
実は鹿児島弁が苦手です。教えてください！

迫　田　たずよさん（垂　水）

西　中　須　修さん（東串良）

日　髙　喜　世さん（鹿　屋）

大　野　好　子さん（肝　付）

中　迫　康　子さん（錦　江）

解 答

コ
ハ
ル
ビ
ヨ
リ

A B C D Ｅ

イ チ ヨ ウ ジ サ

シ エ ア コ ユ ビ

ヅ ケ イ リ ン

キ タ エ ロ ク

テ ハ ジ メ ロ

コ ガ ラ ダ ト ウ

キ ミ フ ル サ ト

14

16

1 17

C

18

D

A

20

2

7

8

5

12

E

6 9

F

10

4

13

3 21

B

11 15

19

A
16

17

1

C

D

A

21

7

5

14

E

6

4

15

3

2

22

B

12

19

20

13

10

11

8

189

おたより

　コーナー

JAへ

お楽しみお楽しみ
クイズクイズ
当選者当選者
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

62円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

楽・らくレシピ 洋風ブリダイコン洋風ブリダイコン

表
紙
の
人

ブリ切り身 ・・・・・ ２切れ
ダイコン ・・・・・・・ 1/4本
トマト ・・・・・・・・・１個
バジル ・・・・・・・・・３枚
おろしショウガ ・・・ 小さじ１
ショウガの皮 ・・・・・・適宜
こしょう ・・・・・・・・適宜

〔煮汁〕
かつおだし ・・ １と1/2カップ
しょうゆ ・・・・・ 1/4カップ
みりん ・・・・・・ 1/4カップ
料理酒 ・・・・・・ 1/4カップ
砂糖 ・・・・・・・大さじ２～３

材料（２人分）

❶ ダイコンは厚さ１㌢ほどに切り、面取りし軟らかくなる
まで下ゆでする。
❷ ブリの切り身は沸騰した湯で霜降りにし、水に落とす。
❸ 鍋に煮汁の材料、下ゆでしたダイコン、霜降りにしたブ

リ、ショウガの皮を入れ、強火にかける。
❹ 煮汁が１／３ほどになったらさいの目に切ったトマト、

バジル、おろしショウガを入れ、器に盛り付け、こしょ
うを掛けて出来上がり。

作　り　方

東串良支所管内東串良支所管内

堂地　孝太郎堂地　孝太郎  さん・さん・唯唯  さんさん
㊨㊨昭和62年11月20日生昭和62年11月20日生
㊧㊧昭和62年５月21日生昭和62年５月21日生

　

就
農
10
年
目
を
迎
え
る
堂
地
孝

太
郎
さ
ん
は
、妻
の
唯
さ
ん
と
ピ
ー

マ
ン
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
は
、今
が
収
穫
の
ピ
ー

ク
。
夫
婦
で
協
力
し
な
が
ら
、
15

㌧
の
収
量
目
標
に
向
か
っ
て
汗
を

流
し
て
い
ま
す
が
、
台
風
の
影
響

や
、
少
し
の
日
照
時
間
の
違
い
で

収
量
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
安

定
し
た
収
量
で
生
産
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
言
い
ま
す
。　

　
「
毎
日
顔
を
見
合
せ
な
が
ら
作

業
す
る
の
で
、
お
互
い
に
言
い
た

い
こ
と
も
言
え
て
、
あ
ま
り
大
き

な
ケ
ン
カ
に
は
な
り
ま
せ
ん
」
と

唯
さ
ん
。「
学
生
時
代
か
ら
一
緒
に

過
ご
し
て
い
る
の
で
、
お
互
い
の

事
を
よ
く
理
解
し
て
い
て
、
楽
し

く
作
業
し
て
ま
す
よ
」
と
孝
太
郎

さ
ん
も
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

孝
太
郎
さ
ん
に
と
っ
て
農
業
と

は
「
人
生
」。「
勉
強
は
無
駄
に
な

ら
な
い
」
と
語
る
孝
太
郎
さ
ん
に

と
っ
て
、
毎
年
、
気
候
の
変
化
に

よ
る
対
応
で
、
そ
の
度
に
気
付
く

こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。
人
生
に

お
い
て
も
、
二
人
で
夢
を
追
い
続

け
て
い
く
こ
と
が
い
つ
か
大
き
な

財
産
に
な
る
、
そ
う
教
え
て
く
れ

た
堂
地
さ
ん
夫
妻
で
し
た
。

編集後記編集後記
　新年明けましておめでとうございます。
　戌（犬）は一度にたくさんの子を産むことから、豊
作の年、または新しい事を始めるのに縁起が良い年と
されているそうです。私も何か新しい事に挑戦して始
めようかな・・・？
　皆様にとって素敵な１年になりますように！
　そして、本年もＪＡ広報誌みのりをよろしくお願い
いたしますそ

　ひとり暮らしやシニアのふたり世帯にぴったりの、小

鍋ひとつでささっと作れるバリエーション豊かな絶品レ

シピ。汁物はもちろん、蒸し料理や焼き料理、サラダま

で、毎日使える 70 レシピ。洗い物もラクラク !

石澤　清美 （著）
定価 1,188 円（税込）

ひとり暮らしからシニアまで
　　　小さな鍋で絶品おかず

今月の新刊今月の新刊
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